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版画－1 岩手県立盛岡中学校時代の賢治像（制作：水野）
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作品1 清養院の「賢治の部屋」室内東面
作品2 清養院の「賢治の部屋」室内南面
宮澤賢治中学校時代の下宿2室
－114－
作品3 徳玄寺の「賢治の部屋」室内東面
作品4 徳玄寺の「賢治の部屋」室内南面
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宮澤賢治（みやざわ・けんじ，1896～1933）が裕福な
家庭の第一子であった事は広く知られる。経済的に恵ま
れていた点では，父系宮澤家のみならず，母方の宮澤家
（宮善，みやぜん）も著名な旧家であった。名門の長男
に私たちが，模範生としての賢治像を思いめぐらすのは
自然なことであろう。しかし賢治が優等生となるのは，
実のところ官立の盛岡高等農林学校時代からである。
それ以前の岩手県立盛岡中学校当時の宮澤賢治は，反
骨精神をたぎらす生徒であった。大正2年，4年生の3
学期に寄宿舎監交替事件を引き起こす。その結果，同級
生たちと共に中学校の寄宿舎から追い出されている。石
川啄木（いしかわ・たくぼく，1886－1912）たち先輩か
らの伝統が旧制中学に残されていたのであろうか。
上記のような中学校の裁定を受けて，賢治は大正2
（1913）年4月～同年5月下旬には盛岡市の北山にある
清養院に下宿した。この寺院は曹洞宗の名刹である。岩
手県盛岡市名須川町7－1のバス停「北山」正面に位置
する。バス停の名が示す通り，この一帯は盛岡の都心か
ら少し離れた場所で，良好な寺町を形成している。
南北に走るバス通りに面した三門から本堂南側に隣接
する庫裏の表玄関を入った正面の「客間」10畳が，賢治
が居住した場所である。賢治が下宿していた当時は，さ
らに北方向に1間のびており15畳の広さであった。作品
－1の左手に見える梁（指物・さしもの）が1間ほど左
方の位置で架け渡されていたことになる。現在は左から
作品正面奥へ伴の手に廊下が直交している。作品正面の
明り障子の先が，廊下・縁側に面した庭である。この広
間に中学校の寄宿舎を追われた賢治が身を寄せた。
清養院前のバス通りから西方向へT字型にのびる道の
北側に賢治2番目の下宿が残されている。同じ寺町群を
構成する徳玄寺（名須川町15－8）本堂内陣脇に位置す
る座敷である。その仏寺は真宗大谷派の寺院である。こ
の部屋に賢治が，大正2年5月の末から翌3（1914）年
3月末まで居住した。そして3月に中学校を卒業する。
本堂内陣（ないじん）を囲むようにして外陣（げじ
ん）が配されるが，外陣は来訪者が拝礼する空間であ
る。賢治の部屋は外陣とは言い難い。内陣に接する，よ
り真奥の空間だ。しかし内陣からは1段低い（作品－5
参照）。常時はストーブの倉庫として使われているの
で，見学は許されるものの写真を遠慮願いたいという。
この日は偶然，畳を変え替えたばかりで4×5インチ版
フィルムの撮影さえもが許された。幸運であった。
作品－3の左手が床の間で，作品正面の明り障子の向
こう（東側）には半間幅の廊下が左右にのびていて，腰
付きガラス戸が戸外に面している。それにしても宮澤賢
治という人物の何と仏教に縁が深いことか。
作品5 徳玄寺本堂南から見た賢治の部屋
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